
たんぽぽ学級 道徳学習指導案 

 

日 時 平成 24 年 11 月 28 日（水）５校時 

指導者 教諭 綱島 園子   

場 所 たんぽぽ学級教室 

 

１ 主題名 友達に親切に  ２－（２）思いやり，親切 

 

２ 資料名 「ごろりん ごろん ころろろろ」  

 

３ 主題設定の理由 

 （１）価値について 

     本主題は，学習指導要領の指導内容「２ 主として他の人とのかかわりに関すること」

の「幼い人や高齢者など身近にいる人に温かい心で接し，親切にする。」を主な内容と

している。 

思いやりとは，相手の気持ちや立場を推し量り，自分の思いを相手に向けることから

生まれる。「元気がないが何か困っているのだろうか」「こんなことを言われたりされた

りしたらどう思うか」など，相手の立場に立って考えることである。そして，「困ってい

るようだから手伝おう」という親切な行動や，相手が嫌がる言動は慎むといった態度に

表れる。 

     行動する側が良かれと思っても，相手にとってはおせっかいや迷惑と受け止められる

こともあり，見極めは難しい。「相手の気持ちを想像する」ことは実際には難しく，自

分の経験値に照らして「自分は手伝ってもらったらうれしいから，相手もきっとうれし

いだろう」などと考えることが思いやりにつながっていく。 

     特別支援学級の児童は，周りの人から親切にされることが多い。社会的なサービスを

受けているといった公的なものから，校内で活動の順番を譲ってもらうといった身近な

ものまで様々である。常に受け身ではなく，自分ができる親切は積極的にすること，そ

のために周りの様子に気を配ることは，社会の中で他者と関わりながら生きていくため

に必要なことである。自閉症・情緒障害学級の児童にとっては，相手の気持ちを想像す

ることは苦手分野の一つであるが，だからこそ自分の気持ちを基に相手のことを考える

ことや相手に親切にしようとする心情を育てたい。 

 

 （２）児童の実態について 

     

 

 

 

 



 

 （３）資料について 

   ① 資料名「ごろりん ごろん ころろろろ」（文溪堂１年） 

   ② 【中心価値】２－（２）思いやり，親切   

      関連価値 ２－（３）信頼，友情 ２－（４）尊敬，感謝 

   ③ 本資料は，香山美子作「ごろりんごろんころろろろ」という絵本の前半部分である。

うさぎさんが作ったテーブルを運んでいると，周りの動物が親切に手伝ってくれるとい

う内容である。うさぎさんは「みんなで使えるように」という優しい気持ちでテーブル

を作り運んでいる。周りの動物は，そのテーブルが自分たちのために作られているもの

だとは知らないが，うさぎさんの様子を見て自然に手伝っている。 

重そうな荷物を運んでいる友達がいたら，「手伝おう」と思う周りの動物たちの気持ち

に共感しやすく，困っている友達に親切にしようとする心情を育てるというねらいに適

している資料である。 

     指導に当たっては，実際に坂道で荷物を運んでいる場面を設定し，役割演技で手伝い

をするとともに，お礼を言われてうれしい気持ちになる体験をさせ，ねらいに迫りたい

と考える。 

 

４ 研究の視点と関わる指導の手だて 

 

 【視点１】 一人一人の感じ方や考え方を生かしながら道徳的価値の自覚を深める指導過程の

工夫 

○児童の思いを引き出す資料分析や資料提示の工夫 

・資料に十分浸ることができるように,テレビ画面に大きく挿絵を写して視覚的に場面を

捉えさせる。 

・話の筋を振り返りやすくするため，流れに沿って黒板に挿絵を貼る。 

○中心発問で考えや気持ちを引き出すための工夫 

・たくさんの言葉や思いを引き出すために，実際に大きな荷物を引っ張っている場面を設

定し，役割演技で荷物を押す体験をさせる。お面を用意し，動物になりきって気持ちを

考えられるようにする。 

・気持ちを考えることや表現することが苦手な児童に対しては，どんな顔をしているか，

表情カードから選ばせる。 

・児童のつぶやきや短い言葉での表現を取り上げ，教師が言葉を補うことによって児童の

気持ちをくみ取ったり，そのつぶやきについてどう思うか他の児童に問い掛けて考えさ

せたりする。 

○自己を見つめる展開後段の工夫 

・自分の生活を振り返ることが苦手な児童が多いため，自分や友達が親切にした日常生活

の場面を視覚化し，考えやすくする。 



 

 【視点２】 豊かな体験活動や他の教育活動との関連を図った指導の工夫 

○体験を生かす指導の工夫 

・帰りの会で「今日のにこにこもりもりきらきら」を発表している。友達にしてもらって

うれしかったことや友達がしていたよいことを意識できるように努めている。決まりき

った内容になりやすいため，教師が見て親切な行動だと思えることなども紹介している。

自分や友達の言動を振り返って考える手だてとしたい。 

○各教科等との関連を持たせた指導の工夫 

・自立活動の中で，自分や友達の気持ちと表情カードをつなげる練習をしたり，国語の読

解で主人公の気持ちを考えたりする活動を行う。 

・「ふわふわことば，ちくちくことば」の学習をし，相手の気持ちを考えた優しい言葉遣

いができるようにするとともに，掲示して意識付けをする。 

・日常生活の指導や生活単元学習などで「思いやり，親切」に関連する言動が見られたと

きには積極的に取り上げ，ほめたり認めたりすることで親切にしようとする気持ちを育

んでいく。 

 

５ 体験活動や他の教育活動などとの関連構想図  ※別紙１ 

 

６ 本時の指導 

 （１）ねらい 

     困っている友達に親切にしようとする心情を育てる。 

児童 本時のねらい 手だて 

A 児 

 

「ありがとう」と言われたときの

気持ちを考える。 

表情カードを選択肢として用意し，親切にして

自分もいい気持ちになっている表情を選択させ

る。 

B 児 親切にして「ありがとう」と言わ

れたときのうれしい気持ちに気

付く。 

動物の役になって荷物を押し，実際に「ありが

とう」と言われる体験をさせる。 

C 児 友達に親切にしたことについて

発表する。 

友達との関わりの様子を場面絵にして示し，親

切にしたことを思い出させる。 

 

  ＜準備物＞ 

   テレビ，コンピュータ，絵本，絵本の挿絵，テーブル型の荷物，動物のペープサート， 

   動物のお面，生活を振り返るイラスト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（２）学習指導過程 

 

段

階 

学習活動と主な発問 

◎中心発問 ○主な発問 

予想される児童の発言や 

心の動き 

指導上の留意点 

※評価の観点 

導

入 

⑤ 

１「親切」について考える。 

○「親切」という言葉を

知っていますか。 

・知らない。 

・優しくすること。 

 

・「親切」という言葉に触れ，大切な

ことであるという意識付けをす

る。 

 

 

 

展 

 

開 

 

前 

 

段 

 

㉕ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２「ごろりんごろんころろ

ろろ」を読む。 

 

 

 

（１） 

○お話にはだれが出て

きたかな。 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 

○ロバさんは，荷物を 

運んでいるうさぎさ

んを見てどう思った

でしょう。 

 

（３）  

○きつねさんやくまさ

んは，どんなことを 

考えて荷物を押して

あげたのでしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・うさぎさん。 

・ろばさん。 

・くまさん。 

・きつねさん。 

・りすさん。 

 

 

 

 

 

・何を運んでいるのかな。 

・重そう。 

・大変そうだ。 

・手伝ってあげよう。 

 

 

・重そう。 

・大変そう。 

・ロバさんが押しているか

ら押してあげよう。 

・ぼくも手伝おう。 

・おれに任せとけ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・テレビ画面に挿絵を写し出し，視

覚的に場面を捉えさせる。 

・擬音語の読み方に気を付けて教師

が範読する。 

 

 

・登場人物を確認し，うさぎさんが

みんなで使えるテーブルを作った

こと，みんなが使える場所へ運ぼ

うと思ったことを押さえる。 

・場面に合わせて動物のペープサー

トを動かす。場面が変わった後は

黒板に場面絵をはり，どんな場面

だったか振り返ることができるよ

うにする。 

 

・児童のつぶやきや発言を吹き出し

に記入する。 

 

 

 

 

・「ごろりんごろりん」という重そう

な音が，少しずつ軽い音に変わっ

ていくことをおさえる。 

 

・大きな荷物とスロープを用意し，

補助教員が引っ張る荷物を押す役

割演技をする。    

・B 児が自信を持って話せるよう，役

割演技の順番に配慮する。 

・手伝おうとする気持ちを高めるよ

う，うさぎの表情や様子を言語化

する。 

・押そうとしたときの言葉や押した

ときの言葉を取り上げる。板書し

た言葉を参考に話してもいいこと

を伝える。 



 
 

（４） 

◎うさぎさんに「ありが

とう」と言われた動物

たちはどんな気持ち

になったでしょう。 

・いい気持ち。 

・うれしい気持ち。 

・幸せな気持ち。 

・笑った顔。 

・お手伝いをしてよかっ

た。 

・みんなで運ぶと重くな

い。 

・うさぎさんが喜んでくれ

てうれしい。 

・C 児から発言するよう促す。 

・A 児が動物の気持ちを考えにくい

場合は, 表情カードを提示し選択

させる。 

 

※うさぎさんに「ありがとう」と言

われたときの動物たちの表情や気

持ちを考えることができたか。 

（表情・発言） 

 ３ 自分の生活を振り返

る。 

○友達が「大変そうだ

な」「困っているな」

と思った時，優しく 

したりお手伝いをし

たりしたことはあり

ますか。 

 

 

・給食のとき，B 君がこぼ

したおかずを拾って拭

いてくれた。 

（A 児） 

・B君と同じ本が読みたか

ったとき，譲ってあげ

た。     （C 児） 

・雨が降った時，雷が鳴る

と A君が怖がるから窓

を閉めてあげた。（B児） 

・それぞれの児童が友達に親切にし

たことをイラストにして用意し，

それを基に考えさせる。 

・説明が難しい場合は，言葉をつな

いだり補ったりして教師が言語化

する。 

※親切にしたことを想起したり教師

に紹介されたりして，親切にする

気持ちよさに気付くことができた

か。      （表情・発言） 

終

末 

⑤ 

４ ゲストティーチャー

の話を聞く。 

 ・児童と関わりの深い教師から，児

童一人一人のよい言動について話

してもらう。 

 

（３）評価 

  ・うさぎさんに「ありがとう」と言われたときの動物たちの表情や気持ちを考えることがで 

   きたか。（表情・発言） 

・親切にしたことを想起したり教師に紹介されたりして，親切にする気持ちよさに気付くこ 

   とができたか。（表情・発言） 

 

７ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ごろりん ごろん ころろろろ 

やさしさ 親切 

ごろりん 

テーブルを

運ぶ絵 

ごろん 

ロバが荷物

を押す絵 

ころん 

キツネが荷

物を押す絵 

ころころ 

クマが荷物

を押す絵 

ころろろろ 

リスたちが荷

物を押す絵 

重そうだ 

 

手 伝 っ

て あ げ

よう 

おれに任

せとけ 

あ
り
が
と
う 

ニコニコ 



テレビ 

８ 場の設定 
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９ 資料分析図  ※別紙２ 
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１１月【 友達に親切に 】（本時） 

「ごろりん ごろん ころろろろ」 

○困っている友達に親切にしようとす

る心情を育てる。 

 

〈別紙１〉  

体験活動や他の教育活動などとの関連構想図 

 

《教科・領域・行事等》          《道徳の時間》         《□日常の活動・地域連携活動》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             

                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        

                             

                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  家庭・地域との関連 【子供のよさ（やさしさ，思いやりの行動）を見つけ，認め，ほめる】 

  家庭 → 道徳授業の公開，学級だよりでの啓発（基本的な生活習慣，決まりの順守，地域活動への参加等） 

  地域 → 道徳授業の公開，学校だよりでの啓発，あいさつ運動，町内会や子供会活動への参加等 

４月 

・なかよし活動 

（自立）先生となかよし 

５月 

・春の遠足（３年） 

 

６月 

・修学旅行（６年） 

（自立）怒りのコントロー

ル 

７月 

・八木小まつり 

（国）「お手紙」 

８月 

・特別支援学級合同宿泊 

（自立）ふわふわことば 

９月 

（生単）収穫祭 

（生単）おやつ作り 

10月 

（国）「あしたも友だち」 

・中学校区交流校外学習 

（自立）どんな気持ち，ど

んな顔 

11月 

・学習発表会 

（総）干し柿づくり 

・八木山動物公園清掃活動 

12月 

（生単）買い物学習 

（生単）調理実習 

 

２月 

・中学校区そりすべり会 

 

 

６月 【 元気な声で 】 

「あいさつ」 

○あいさつの大切さを知り，気持ちの良

いあいさつを心掛けようとする態度

を養う。 

たくさんの先生にあいさつしよ

う。        （価値理解） 

２月 【 明るく正直に 】 

 「金のおの」 

○うそやごまかしたりしないで正直に

生活しようとする気持ちを養う。 

「ありがとう」って言われたら 

うれしいな。  （価値理解） 

正直に言うことは大切なんだな

あ。        （価値理解） 

□朝・帰りの会 

（うれしかったことや友

達のよいところを紹介

し，自分の良さや友達

のよさに気付く。） 

（毎日何人にあいさつを

したか振り返る。） 

 

□係・当番活動 

（自分の仕事に責任を持

って行う。） 

 

□給食の時間 

（配膳，片付けなど，で

きることを増やす。） 

（マナーを守って楽しく

食事する。） 

 

□清掃活動 

（自分の生活する場所を

きれいにしようとする

奉仕の気持ちを持つ。） 

 

・あいさつ運動 

（気持ちを込めたあいさ

つができる。） 

 

・参観，個人面談 

（児童のよさを伝える。） 

 

・学区民大運動会 

（苦手なことにも挑戦

し，最後まで頑張る。） 

 

・八木山地区防災訓練 

（命を大切にする。） 



＜別紙２＞ 

 資料分析図  主題名「友達に親切に」 資料名「ごろりんごろんころろろろ」（文溪堂１年） 【内容項目】２－（２）思いやり，親切 

 

 ＜ねらい＞  困っている友達に親切にしようとする心情を育てる。 

 

   【主要な場面】          【心の動き】             【発問】         ＜発問の意図＞      【価値】 

 みんなで使える大きな丸い

テーブルを作ったうさぎさ

ん。うさぎさんがそのテーブ

ルを運んでいることに気付い

たロバさん。 

 うさぎさんに「ありがとう」

と言われる動物たち。 

・いい気持ち。 

・うれしい気持ち。 

・幸せな気持ち。 

・笑った顔。 

・お手伝いをしてよかった。 

・みんなで運ぶと重くない。 

・うさぎさんが喜んでくれて

うれしい。 

ロバさんは，荷物を運んで

いるうさぎさんを見てどう思

ったでしょう。 

 うさぎさんに「ありがとう」

と言われた動物たちは，どん

な気持ちになったでしょう。 

 うさぎさんが，重い荷物を一

人で運んでいて大変そうだと

いうことに気付かせたい。 

 うさぎさんにお礼を言われ，

親切にしたことで自分もうれ

しい気持ちになることに気付

かせたい。 

思
い
や
り
・
親
切 

尊
敬
・
感
謝 

・何を運んでいるのかな。 

・大きい。 

・重そうだ。 

・大変そうだ。 

・手伝ってあげよう。 

信
頼
・
友
情 

うさぎさんが運んでいる荷

物を押して手伝う動物たち。 

・重そう。 

・大変そうだ。 

・ロバさんも押しているから押

してあげよう。 

・ぼくも手伝おう。 

・おれに任せとけ。 

 きつねさんやくまさんは，ど

んなことを考えて荷物を押し

てあげたのでしょう。 

 友達が大変そうにしているこ

とに気付き，お手伝いしようと

する気持ちに気付かせたい。 


